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　令和５年３月　教育委員会補正予算（案）総括表

【一般会計】

13,371,691 571,542 13,943,233

13,371,691 571,542 13,943,233

(項１)教育総務費 2,123,638 △ 2,516 2,121,122 1 学校教育事務費 (国補正に伴う) 700

2 ＩＣＴ活用推進事業費 (精算補正） △ 3,216

(項２)小学校費 4,994,265 170,441 5,164,706 1 総務学校管理事務費 20,968

2 新型コロナウイルス感
　染症対策事業費

(国補正に伴う) 37,575

3 就学援助事業費 (精算補正) △ 4,866

4 学校施設整備事業費 (国補正に伴う) 129,600

5 耐震補強事業費 (精算補正） △ 12,836

(項３)中学校費 3,102,391 366,846 3,469,237 1 総務学校管理事務費 10,009

2 統合校の新設事業費 (精算補正) △ 10,138

3 新型コロナウイルス感
　染症対策事業費

(国補正に伴う) 16,650

4 就学援助事業費 (精算補正） △ 3,227

5 学校施設整備事業費 (国補正に伴う） 154,200

6 屋内運動場建設事業費 (国補正に伴う) 167,352

7 給食センター管理事務
　費

32,000

(項５)社会教育費 2,875,490 36,771 2,912,261 1 公民館建設事業費 35,571

2 管理運営事務費
　（郷土博物館費）

1,200

予算科目(款・項）

区分 

補正前の額 今回補正額

(単位：千円)

備考

教 育 委 員 会 合 計

(款１０)教育費

補正後の額
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第 ２ 表  継続費補正 

 

 追 加 

（単位 千円） 

款 項 事 業 名 総  額 年 度 年 割 額 

10 教育費 3中学校費 

屋 内 運 動 場 

建 設 事 業 費 

(上滝中学校) 

１，１３６，６５０ 

令和４年度 １６７，３５２ 

令和５年度 ３，１６５ 

令和６年度 ９６６，１３３ 
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第 ３ 表　　繰越明許費補正

　追　加
　　（単位　千円）

事    業    名 金　　額

10 教 育 費 1 教 育 総 務 費 学 校 教 育 事 務 費 700

2 小 学 校 費 施 設 学 校 管 理 事 務 費 65,880

統 合 校 の 新 設 事 業 費 660

新型コロナウイルス感染症対策事業費 37,575

学 校 施 設 整 備 事 業 費 129,600

3 中 学 校 費 新型コロナウイルス感染症対策事業費 16,650

学 校 施 設 整 備 事 業 費 154,200

屋 内 運 動 場 建 設 事 業 費 130,000

校 舎 改 築 事 業 費 7,800

給 食 セ ン タ ー 管 理 事 務 費 32,000

5 社 会 教 育 費
管 理 運 営 事 務 費
（ 郷 土 博 物 館 費 ）

1,200

款 項
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第 ４ 表  債務負担行為補正 

 

廃  止 

（単位 千円） 

 

事       項 

 

 

期    間 

 

限  度  額 

（仮称）水橋地区義務教育学校整備事

業費 
自令和５年度至令和 22 年度 

 

１１，８１９，８５７ 

上記金額に金利変動及び 

物価変動による増減額並 

びに消費税及び地方消費 

税による増減額を加算し 

た額の範囲内 
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第　５　表　　地方債補正

　変　更

（単位　千円）

補正前の額 補　正　額 補正後の額

小 学 校 費 608,000 85,900 693,900

中 学 校 費 1,007,800 185,000 1,192,800

起 債 の 目 的
限　　度　　額 起債の

方　法
利　率 償還の方法

普通貸借
又　　は
証券発行

　　　　％
　　5.0
　　　　以内
（ただし、利率
見直し方式で借
入れる資金につ
いて、利率の見
直しを行った後
においては、当
該見直し後の利
率）

借入れ先の融通
条件による。た
だし、市財政の
都合により据置
期間及び償還期
限を短縮し、も
しくは繰上償還
又は借換えする
ことができる。
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【総務学校管理事務費（小・中学校）】 

 

 小学校及び中学校における光熱水費等について 

［教育総務課］ 

 

（１）補正額   小学校費 ２０，９６８千円 

財源内訳 一般財源 ２０，９６８千円 

 

中学校費 １０，００９千円 

財源内訳 一般財源 １０，００９千円 

 

（２）事業目的 

電気料金や灯油代等の高騰に伴い、小・中学校で不足する光熱水費及び

燃料費を補正するもの。 

 

（３）事業内容 

項 節 補正額（千円） 

小学校費 

光熱水費 １７，１０４ 

燃料費 ３，８６４ 

計 ２０，９６８ 

中学校費 

光熱水費 ８，９７８ 

燃料費 １，０３１ 

計 １０，００９ 

合 計 ３０，９７７ 
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【新型コロナウイルス感染症対策事業費（小・中学校）】 

 

 小学校及び中学校における新型コロナウイルス   

感染症対策事業費について 
［教育総務課］ 

 

（１）補正額   小学校費 ３７，５７５千円 

財源内訳 国庫支出金 １８，７８７千円 

     一般財源  １８，７８８千円 

 

中学校費 １６，６５０千円 

財源内訳 国庫支出金 ８，３２５千円 

     一般財源  ８，３２５千円 

 

 

（２）事業目的 

新型コロナウイルス感染症の収束が未だ見通せない中で、国の補正予算

を活用し、小・中学校における、さらなる換気対策の充実を図るもの。 

 

（３）事業内容 

ア．教室における換気の目安とするためのＣＯ２濃度測定モニターの購入 

イ．効果的かつ効率的な換気を行うためのサーキュレーター等の購入 
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［学校施設課］　　　

（単位：千円）

国県 市債 一般財源

(1)広田小学校
　外壁防水改修（その２）
　工事

63,800

(2)熊野小学校体育館
　外壁防水改修（その２）
　工事

29,900

(3)月岡小学校
　外壁防水改修工事

35,900

計 129,600 43,628 85,900 72

(1)東部中学校
　グラウンド整備工事

93,000

(2)興南中学校体育館
　外壁防水改修工事

61,200

上滝中学校
体育館改築工事

167,352

計 321,552 66,352 238,300 16,900

451,152 109,980 324,200 16,972

113,300 96

款

72

財源内訳
補正額 補正の内容

43,628

国の補正予算に伴う補正

129,600小
学
校
費

学
校
建
設
費

項 目 事業

教
育
費

85,900

　　学校建設費について（国の補正予算に伴う補正）

学校施設整備事
業費

中
学
校
費

学
校
建
設
費

合　　計

屋内運動場建設
事業費

167,352

学校施設整備事
業費

154,200

25,548 125,000 16,804

国の補正予算に伴う補正

国の補正予算に伴う補正

40,804
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【学校教育事務費】 

 

 スクールバス運行事業について 

［学校教育課］ 

 

（１）補正額     ７００千円 

 

財源内訳 県支出金 ３５２千円 

一般財源 ３４８千円 

 

 

（２）事業目的 

送迎用バスに児童等が置き去りにされる事案が発生したことを受け、国

が「送迎用バスの置き去り防止を支援する安全装置のガイドライン」を策

定したことに伴い、本市が所有するスクールバスに置き去りを防止するた

めの安全装置を設置し、登下校時の児童生徒の安全を確保するもの。 
 

（３）事業内容 

市所有スクールバス４台に安全装置を設置 
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【給食センター管理事務費】 

 

 南学校給食センター空調機の修繕について 

［学校保健課］ 

 

（１）補正額     ３２，０００千円 

 

財源内訳 一般財源 ３２，０００千円 

 

 

（２）事業目的 

   令和５年１月２４日（火）からの寒波の影響を受け、冷温水の循環を利

用した空調設備内のコイル管において、水の凍結により亀裂が生じたこと

から、水漏れが発生した。応急的な修繕により空調機は復旧したが、平成

１５年の開所から約２０年間使用してきたものであり、老朽化がみられ、

耐久性に乏しいため、更新するもの。 

 

（３）事業内容 

内容 台数 金額 

空調機(AC-1～AC-4 号機)の修繕 ６台 ３２，０００千円 
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【公民館建設事業費】 

 

 山室中部公民館移転改築に伴う用地取得について 

［生涯学習課］ 

 

（１）補正額     ３５，５７１千円 

 

財源内訳 一般財源 ３５，５７１千円 

 

 

（２）事業目的 

山室中部公民館移転改築事業の取組みとして、令和５年度に基本設計と

地質調査を予定していることから、土地開発公社にて先行取得していた用

地（１，７５３㎡）の買戻しを行うもの。 
 

（３）事業内容 

公有財産購入費  ３５，５７１千円 
  
＜参考＞位置図 

 

⼭室中部公⺠館移転改築⽤地：1,753 ㎡ 
・平成 28 年度に土地開発公社にて先行取得 
 

山
室
中
部
公
民
館 
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【管理運営事務費】 

 

 郷土博物館天守展望台の塗装更新について 

［郷土博物館］ 

 

（１）補正額     １，２００千円 

 

財源内訳 一般財源 １，２００千円 

 

 

（２）事業目的 

天守展望台の木製扉及び手摺の塗装について、劣化が進行していること

から補修し、長寿命化と美観向上を図るもの。 

作業については、令和５年５月１２～１３日に開催される、Ｇ７教育 

大臣会合までに完了させる予定。 
 

（３）事業内容 

天守展望台の木製扉及び手摺の塗装更新（写真） 

風雨等により塗装が剥落してきていることから、長寿命化と美観向上 

などを目的に塗装を更新するもの。 
  
 

木製扉 

手摺 
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　令和５年度　教育委員会所管予算（案）総括表

【一般会計】 (単位：千円、％)

増減額
Ａ－Ｂ

増減率
Ａ／Ｂ

教育委員会　合計 12,978,322 12,692,018 286,304 102.3

12,978,322 12,692,018 286,304 102.3

(項１)教育総務費 2,071,038 1,981,166 89,872 104.5

(項２)小学校費 5,074,115 4,617,517 456,598 109.9

(項３)中学校費 3,330,585 3,004,416 326,169 110.9

(項４)幼稚園費 165,146 334,559 △ 169,413 49.4

(項５)社会教育費 2,337,438 2,754,360 △ 416,922 84.9

(款１０)教育費

対前年度比較区分 
令和５年度

当初予算（案）
Ａ

令和４年度
当初予算

Ｂ予算科目(款･項）
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第 ３ 表  債 務 負 担 行 為 

 

（単位 千円） 

 

事       項 

 

 

期    間 

 

限  度  額 

大久保小学校長寿命化対策事業（その

１）設計業務委託費 
自令和５年度至令和６年度 １６，５００ 

教育ネットワークサーバ機器保守業務

委託費 
令和６年度 ９，２４０ 

（仮称）水橋地区義務教育学校整備事

業費 
自令和５年度至令和 22 年度 

 

１１，８１９，８５７ 

上記金額に金利変動及び 

物価変動による増減額並 

びに消費税及び地方消費 

税による増減額を加算し 

た額の範囲内 

 

山室中部公民館改築工事実施設計業務

委託費 
自令和５年度至令和６年度 １９，３００ 
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第　４　表　　地　方　債

（単位　千円）

教 育 総 務 費 6,000

小 学 校 費 1,019,000

中 学 校 費 1,098,200

社 会 教 育 費 105,000

　　　　　　　％
　　　　　5.0
　　　　　　 以内
（ただし、利率見直し方
式で借入れる資金につい
て、利率の見直しを行っ
た後においては、当該見
直し後の利率）

借入れ先の融通条件によ
る。ただし、市財政の都
合により据置期間及び償
還期限を短縮し、もしく
は繰上償還又は借換えす
ることができる。

普通貸借
又　　は
証券発行

起　債　の　目　的 利　　　率 償　還　の　方　法限　度　額
起債の
方　法
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１　公共の精神を重んじ、自主性・創造性を備えた子どもの育成
主要事業

説明№

新
規 不登校特例校設置検討事業費 2

新
規 総務学校管理事務費（相談室等環境整備事業費）（小・中学校）

新
規 校具整備事業費（相談室等環境整備事業費）（小・中学校）

元気な学校創造事業費（小・中学校） 4

学校教育事務費（スクールロイヤー事業費） 12

研修事業費（主体的な学び研修会事業費） 13

拡
充

児童生徒指導対策事業費（スクールソーシャルワーカー配置事業費） 14

外国語指導助手配置事業費 15

1 確かな学力の定着 スクールカウンセラー配置事業費 16

2 豊かな心の育成 スクールサポーター配置事業費 17

3 健やかな体の育成
拡
充 部活動指導員配置事業費 19

4 社会で活きる実践力の育成
新
規 イエナプラン的教育推進事業費 20

5 教員の資質能力向上
新
規 部活動カウンセラー配置事業費 21

6 幼児教育の充実 幼稚園子育て支援事業費 22

7 外国語教育の充実
新
規 学校保健事務費（サミット給食負担金） 23

8 家庭環境の経済状況や 学校保健運営事業費（小児生活習慣病予防対策事業費（すこやか検診）） 24

地理的条件への対応 学校保健運営事業費（小児生活習慣病予防対策事業費（すこやか教室）） 25

9 特別支援教育の充実 学校給食運営事務費（小・中学校）

10 現代的・社会的課題に対応した 給食運営事務費（幼稚園）

学習等の充実 研修事業費（教職員研修事業費） 35

11 私学の振興 カウンセリング推進事業費 36

ICT活用推進事業費 37

総務学校管理事務費（小・中学校） 38

教育機器特別整備充実事業費（学校教育情報化推進事業費）（小・中学校） 39

２　次代を担う子どもたちを育む、安心・安全で質の高い学校教育環境の整備
主要事業

説明№

学校再編推進事業費 5

統合校の新設事業費（小・中学校） 6

校舎増築事業費（小学校） 7

校舎改築事業費（小学校） 8

12 質の高い学校教育環境の整備
新
規 長寿命化対策事業費（長寿命化改良事業費）（小学校） 9

13 安心・安全な学校教育環境の整備 屋内運動場建設事業費（中学校） 10

校舎改築事業費（中学校） 11

子どもたちが、安心・安全で質の高い教育
環境のもとで教育を受けられていること

事業名（または事務事業名）

26

 富山市教育振興基本計画の４つの「基本的な方向」ごとの主な事業（「令和５年度当初予算案主要事業説明」掲載事業）

令和５年度富山市教育費予算の概要

子どもたちが自ら課題を見つけ、よりよく問
題を解決する資質や能力、自らを律しつつ
他人を思いやる心や感動する心などの豊か
な人間性、たくましく生きるための健康や体
力などを育み、社会で活きる実践力を高め
る教育が行われていること

（基本施策）

（目標）

（目標）

事業名（または事務事業名）

（基本施策）

3
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３　学校・家庭・地域で取り組む子どもの成長支援
主要事業

説明№

コミュニティ・スクール事業費 18

 生涯学習推進事業費（子どもかがやき教室事業費） 27

14 家庭における教育力の向上

15 学校・家庭・地域との連携

４　市民による生涯を通じた教育の充実と文化遺産等の保全・活用
主要事業

説明№

ふるさとづくり推進事業費 28

文化財保護事業費（文化遺産等保存活用推進事業費） 29

博物館等利用促進事業費 30

  公民館類似施設補助事業費 31

公民館建設事業費 32

展示開催事業費（民俗民芸村） 33

文化財保護事業費（安田城跡歴史の広場再整備事業費） 34

16 高等教育の充実 蔵書充実事業費 40

17 生涯学習活動の充実 知を深める市民交流推進事業費 41

18 生涯学習活動拠点の充実 展示事業費（科学博物館） 42

19 文化遺産等の保全・活用
新
規 科学博物館整備事業費（展示更新計画策定事業費） 43

   展示普及事業費（郷土博物館） 44

事業名（または事務事業名）

（基本施策）

（目標）

事業名（または事務事業名）

子どもたちが、学校・家庭・地域の連携・協
力のもと、基本的な生活習慣や社会性を身
に付け、豊かな人間性を育んでいること

刻々と変化する社会に対応していくために、
必要な知識やスキルを、市民が生涯を通じ
て、身に付けていけること
市民全体が、ふるさとの自然、歴史、文化等
について学び、豊かな情操が養われている
こと

（基本施策）

（目標）

17



一般会計   

（10）教育費 （単位：千円）

1
総務事務費
（教育振興基本計画策定
事業費）

本市教育の目指すべき方向性や講ずべき主な施策等を示した
教育振興基本計画の第3期計画（R6～R10年度）を策定するも
の。

917 教育総務課

2
（新規事業）
不登校特例校設置検討事
業費

不登校や悩みを抱える子どもが増加傾向にある中、多様な学
びの場を提供し、誰一人取り残すことのない教育を実現する
ため、不登校特例校の設置を検討するための調査・研究を行
う。

7,880 教育総務課

3

（新規事業）
総務学校管理事務費
校具整備事業費
（相談室等環境整備事業
費）
（小・中学校）

不登校児童生徒が増加傾向にあることから、学校に行きづら
い子どもや教室に入りづらい子どもが学校内で安心して心を
落ち着かせることができる居場所を作るため、小・中学校の
相談室等の環境を整える。

5,000 教育総務課

4
元気な学校創造事業費
（小・中学校）

学校が自主的・活動的な創造性にあふれる学校経営を行うた
め、学校の裁量により、学校や地域の特色を生かした事業に
取り組めるように支援する。

36,810 36,810 教育総務課

5 学校再編推進事業費

市立小・中学校の再編を着実に進めるため、再編対象校区を
中心とした保護者や地域との意見交換を充実させるととも
に、学校再編の方向性を話し合う場としての「地域住民主体
の協議会」設置支援や理解醸成を図るための広報啓発に努め
る。

23,168 30,236
学校再編推
進課

6
統合校の新設事業費
（小・中学校）

水橋地区における小学校5校・中学校2校を統合し、R8年4月の
開校に向け、PFI手法により義務教育学校の整備を行う。ま
た、児童生徒の通学の安全を確保するため、通学路の整備を
行う。

55,216 553,498
学校再編推
進課

7
校舎増築事業費
（小学校）

児童数の増加による教室不足を解消するため施設整備を行
う。

・新保小学校（旧幼稚園舎）大規模改修及び増築工事
　（R4～R5年度継続事業）
　（全体計画）
　R3年度　実施設計
  R4～R5年度　大規模改修及び増築工事

336,252 149,706 学校施設課

8
校舎改築事業費
（小学校）

耐震化が必要な小学校校舎の改築を行う。

・堀川小学校校舎改築（その2）工事
　（R4～R5年度継続事業）
　（全体計画）
　R1年度　実施設計
　R4～R5年度　改築工事
　RC造3階建

845,538 472,208 学校施設課

令和5年度当初予算案主要事業説明

№ 事業名 概要
Ｒ５

予算額
Ｒ４

予算額
所属

18



一般会計   

（10）教育費 （単位：千円）

№ 事業名 概要
Ｒ５

予算額
Ｒ４

予算額
所属

9

（新規事業）
長寿命化対策事業費
（長寿命化改良事業費）
（小学校）

学校施設更新に係るコストを縮減しつつ、良好な教育環境を
確保するため、建物の長寿命化改修工事を実施する。

・熊野小学校長寿命化対策事業（その1）設計業務委託
・大久保小学校長寿命化対策事業（その1）設計業務委託
　（R5～R6年度　債務負担行為）

30,200 学校施設課

10
屋内運動場建設事業費
（中学校）

老朽化への対応や耐震化が必要な屋内運動場の改築を行う。

・山室中学校体育館解体工事
　（全体計画）
　R4～R5年度　実施設計
　R5年度　体育館解体工事
　W造一部S造1階建

295,596 132,600 学校施設課

11
校舎改築事業費
（中学校）

耐震化が必要な中学校校舎の改築を行う。

・西部中学校校舎改築（その2）工事
　（R4～R5年度継続事業）
　（全体計画）
　R1年度　実施設計
　R4～R5年度　改築工事
　RC造3階建

1,032,586 468,600 学校施設課

12
学校教育事務費
（スクールロイヤー事業
費）

学校で起こるいじめや不登校等の諸問題や保護者対応の内容
が複雑化・多様化していることから、弁護士から法的視点に
基づく助言を得ながら、より適切に対応する。

110 440 学校教育課

13
研修事業費
（主体的な学び研修会事
業費）

「富山市学校教育指導方針」の重点事項である「主体性のあ
る子どもの育成」に向けた取組を推進するため、「主体的な
学び」の推進校及び推進モデル校を指定し公開授業を行うな
ど、小・中学校の教職員が「主体的な学び」について理解を
深める自主研修会を実施する。
・R5年度
　推進校　　芝園小、芝園中
　推進モデル校　未定

247 247 学校教育課

14

（拡充事業）
児童生徒指導対策事業費
（スクールソーシャル
ワーカー配置事業費）

スクールソーシャルワーカーをR5年度より1名増員し、12名の
配置とし、いじめ、不登校、暴力行為、児童虐待など、問題
を抱える児童生徒や保護者に対する支援を行う。

14,848 13,620 学校教育課

15
外国語指導助手配置事業
費

33名のALTを配置し、市内小・中学生の英語コミュニケーショ
ン能力の向上や市の英語教育の充実、国際理解の推進を図
る。

173,635 164,653 学校教育課

16
スクールカウンセラー配
置事業費

児童生徒の臨床心理に関して高度で専門的な知識や経験を有
するスクールカウンセラーを配置し、児童生徒へのカウンセ
リングや教職員及び保護者に対する助言、援助を行う。

3,781 3,783 学校教育課

17
スクールサポーター配置
事業費

特別な配慮を要する児童生徒が通常の学級に在籍する学校
や、特別支援学級の在籍者が多い学校について、学校生活や
学習面において、個々のニーズに応じたきめ細やかな支援を
行う。R4年に引き続き75名配置する。

104,603 87,609 学校教育課

19



一般会計   

（10）教育費 （単位：千円）

№ 事業名 概要
Ｒ５

予算額
Ｒ４

予算額
所属

18
コミュニティ・スクール
事業費

開かれた学校づくりをさらに推進するとともに、安定した学
びの環境を確保し、地域・家庭・学校が一体となってよりよ
い教育の実現に向けて取り組む体制づくりを支援する。
・R5年度　89校（市全域で実施する）

6,136 7,022 学校教育課

19
（拡充事業）
部活動指導員配置事業費

中学校の部活動に関して技術的な指導を行う部活動指導員を
配置する。R5年度より2名増員し、13名配置する。

6,485 5,465 学校教育課

20
（新規事業）
イエナプラン的教育推進
事業費

イエナプラン教育の目標である「主体性」や「協調性」は本
市の教育ビジョンと合致し、子どもたちの資質や能力を育む
ための重要な要素であることから、イエナプラン教育に関す
る調査研究を進めるとともに、学校関係者や保護者等に対し
て広く周知を図る。

7,953 学校教育課

21
（新規事業）
部活動カウンセラー配置
事業費

豊富な運動の知識と経験を持つ部活動カウンセラーが学校を
巡回し、生徒等のニーズに応じた適切な運動及び栄養に関す
る指導を行うほか、顧問や生徒等が抱える悩みへの助言を行
う。また、カウンセラーによる部活動指導に関わる者を対象
とした研修会を開催し、市内中学校の部活動における指導力
の向上等に繋げる。

690 学校教育課

22 幼稚園子育て支援事業費
市立幼稚園において、預かり保育や親子サークルを実施し、
地域の幼児教育センター的役割を担うことによって、子育て
支援の充実を図る。

3,770 6,388 学校教育課

23
（新規事業）
学校保健事務費
（サミット給食負担金）

G7教育大臣会合が開催されるにあたり、おもてなし機運醸成
を図るため、参加各国の料理を取り入れた給食（サミット給
食）を実施するもの。

6,000 学校保健課

24

学校保健運営事業費
（小児生活習慣病予防対
策事業費（すこやか検
診））

小児生活習慣病の症状のある子どもや、将来その病気になり
やすい子どもを早期に発見し、元気と笑顔が輝く健康な子ど
もたちを育成するために検診を行う。
・対象者　小学校4年生、中学校1年生
　（前年度検診でA・要医療、B・経過観察判定を
　　受けた児童生徒を含む）
・検診項目　血圧測定、腹囲測定、血液検査（総ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、
HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、LDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ、GPT検査、貧血検査、中性脂肪検
査、HbA1c）

25,902 26,242 学校保健課

25

学校保健運営事業費
（小児生活習慣病予防対
策事業費（すこやか教
室））

すこやか検診の結果から、小児生活習慣病の症状のある子ど
もや生活習慣病になりやすい子ども、その保護者を対象に、
医師、栄養士による個別指導を実施する。

1,848 1,866 学校保健課

26

学校給食運営事務費
（小・中学校）
給食運営事務費
（幼稚園）

栄養教諭等による食指導の充実を図ることや、より充実かつ
安全に配慮した学校給食を提供するため、H25年度から単独調
理場において調理業務等の民間委託の導入を行う。

373,177 368,504 学校保健課

27
生涯学習推進事業費
（子どもかがやき教室事
業費）

心豊かでたくましい子どもを社会全体で育むため、学校や社
会教育施設を活用して子どもたちの居場所を確保し、地域全
体が主体となって、放課後や学校休業日にスポーツや文化活
動などの様々な体験活動や交流活動を実施する。

9,746 10,019 生涯学習課

20



一般会計   

（10）教育費 （単位：千円）

№ 事業名 概要
Ｒ５

予算額
Ｒ４

予算額
所属

28
ふるさとづくり推進事業
費

市立公民館を拠点とした、地域の特色を生かしたふるさとづ
くり活動を支援する。
・ふるさとづくり推進会議運営委託（82地区）
・公民館ふるさと講座開催委託（82地区）
・地域づくりふれあい総合事業補助金（82地区）
・ふるさとづくり推進研修事業運営委託（11ブロック）
・ふるさと活性化事業補助金
・社会教育団体補助金（富山市ふるさとづくり推進連絡協議
会）

36,152 36,272 生涯学習課

29
文化財保護事業費
（文化遺産等保存活用推
進事業費）

岩瀬地区の文化財建造物をはじめとする文化遺産の活用推進
により、まちづくりや郷土の歴史教育、文化保全等に資する
もの。
・富山市文化財保存活用地域計画策定事業（1年目/4カ年）
・（重文）旧森家住宅耐震対策事業（1年目/2カ年）
・旧米田家住宅の維持管理等

20,538 1,030 生涯学習課

30 博物館等利用促進事業費
県内の13市町村が連携して実施している「孫とおでかけ支援
事業」を広くPRするために、ポスター、チラシの作成等を行
う。

989 1,050 生涯学習課

31
公民館類似施設補助事業
費

地域の生涯学習活動を促進するため、自治公民館の建設等に
対して補助を行う。

・新築・全面改築　2件
・修繕　 　　　  24件

15,000 19,170 生涯学習課

32 公民館建設事業費

生涯学習・地域活動の拠点となる市立公民館の施設整備を行
う。
・蜷川公民館改築実施設計
・山室中部公民館改築基本設計等
・旧長岡公民館解体工事

95,356 108,795 生涯学習課

33
展示開催事業費
（民俗民芸村）

郷土の民俗・民芸を中心に、歴史・文化・芸術に対する理解
を深めるため、各館で連携企画展・企画展等を行う。
・売薬資料館企画展　4回（うち連携企画関連スポット展示1
回）
・篁牛人記念美術館館蔵品展　3回（うち連携企画展1回）
・陶芸館連携企画展　1回
・民俗資料館連携企画展　1回
・民芸館・民芸合掌館連携企画展　1回
・考古資料館連携企画展　1回
・茶室円山庵連携企画展　1回

3,900 3,900 民俗民芸村

34
文化財保護事業費
（安田城跡歴史の広場再
整備事業費）

安田城跡歴史の広場は、施設が著しく老朽化している。市民
に歴史学習や憩いの場を提供する史跡公園として適切に維持
管理するため、広場の再整備を行う。
・堀の浚渫及び護岸改修工事
・R6年度工事予定分の実施設計

55,850 91,684
埋蔵文化財
センター

35
研修事業費
（教職員研修事業費）

豊かな人間性と優れた資質と能力、強い使命感を兼ね備えた
教職員を養成するため、各年次に応じた体系的な教職員研修
を実施するとともに、学び直しの研修の機会を提供する。
＜主な研修＞
・初任者・新規採用教員研修会
・授業づくりに関する研修会
・授業に関するリフレクション研修会
・「特別の教科　道徳」指導に関する研修会

1,823 1,683

教育セン
ター

学校教育課

21



一般会計   

（10）教育費 （単位：千円）

№ 事業名 概要
Ｒ５

予算額
Ｒ４

予算額
所属

36
カウンセリング推進事業
費

児童生徒や保護者に充実した教育相談を行うために臨床心理
士を3名配置する。

8,142 8,301
教育セン
ター

37 ICT活用推進事業費
「個別最適化・協働的な学び」の実現に向け、教職員研修、
プログラミング教材の整備、出前講座、一人1台端末活用支援
等、ICT活用に関する支援を行う。

20,631 27,738
教育セン
ター

38
総務学校管理事務費
（小・中学校）

情報及び情操教育に必要な教材教具の充足を図り、情報化時
代に即応した心豊かな児童生徒の育成と特色ある学校づくり
並びに教育の近代化に寄与することを目的とする。
・教育ネットワークのクラウド化の実施設計
・教育ネットワーク・校務支援システムの延長
・保護者連絡システムと校務支援システムの連携に必要なラ
イセンスの調達

552,991 524,044
教育セン
ター

39

教育機器特別整備充実事
業費
（学校教育情報化推進事
業費）
（小・中学校）

国のGIGAスクール構想に基づき整備した無線LAN環境及び児童
生徒一人1台端末の利活用を促進する。
・校内無線LAN環境整備
・家庭用モバイルルーター貸出
・学習用コンピュータ追加配備
・無線アクセスポイントの運用管理ライセンス

186,519 138,884
教育セン
ター

40 蔵書充実事業費
図書の計画的、系統的な購入や貴重資料の管理を行い、魅力
ある書架となるよう蔵書の充実を図る。

86,493 86,497 図書館

41
知を深める市民交流推進
事業費

学習や暮らし、ビジネスに役立つ情報提供、市民の読書普及
及び図書館の利用促進を図るため、図書館交流行事を開催す
る。
大沢野図書館・大山図書館の移転開館に合わせたイベントや
G7教育大臣会合等に関連した図書展示を行う。
＜行事内容＞
・作家による講演会
・絵本の原画展
・絵本作家によるワークショップや製本教室
・本の読み聞かせ
など

5,000 5,000 図書館

42
展示事業費
（科学博物館）

常設展示の維持管理を行うとともに、特別展や企画展を開催
し、自然や科学への市民の関心を高める。

6,759 8,550 科学博物館

43

（新規事業）
科学博物館整備事業費
（展示更新計画策定事業
費）

前回の展示更新から15年が経過し、展示等の一部が、社会情
勢の変化や最新の科学技術に対応しきれていないことや、新
たな天体観察機能の構築に関する検討が課題となっているた
め、外部有識者の意見を取り入れ、展示の更新や天体観察機
能のあり方に関する調査・検討を行い、展示更新計画を策定
する。

5,000 科学博物館

44
展示普及事業費
（郷土博物館）

郷土の歴史・文化・美術に関する特別展、館蔵品展等を開催
することで、歴史、文化への市民の理解を深めるとともに、
文化の振興や文化財保護の普及を図る。

8,000 8,143 郷土博物館
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【総務事務費】 

 

 教育振興基本計画策定事業費について 

［教育総務課］ 

 

（１）予算額     ９１７千円 

 

財源内訳 一般財源  ９１７千円 

 

 

（２）事業目的 

少子化や人口減少、情報化など教育を取り巻く環境が急激に変化する中

で、様々な課題を解決するための取組みを継続的かつ強力に推進する必要

があることから、令和５年度を終期とする第２期富山市教育振興基本計画

の次期計画として、第３期計画（令和６年度～令和１０年度）を策定し、

向こう５か年における本市が目指す教育の基本的な方向と講ずべき主な施

策等を示すもの。 

 

（３）事業内容 

ア．学識経験者、学校関係者、保護者代表等で構成する「（仮称）富山市

教育振興基本計画懇話会」の開催 

イ．教育委員会定例会、総合教育会議での審議 

ウ．パブリックコメントの実施 
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【不登校特例校設置検討事業費】 

 

 不登校特例校設置検討事業費について（新規） 

［教育総務課］ 

 

（１）予算額     ７，８８０千円 

 

財源内訳 国庫支出金 ５，０００千円 

一般財源  ２，８８０千円 

 

 

（２）事業目的 

不登校の児童生徒が増加傾向にある中、多様な学びの場を提供する方策

のひとつとして、不登校特例校の設置を検討するための調査・研究を行う

もの。 

 

（３）事業内容 

不登校特例校設置の可能性に関する調査 

ア．先進事例の視察 

イ．保護者等へのニーズ調査 

ウ．有識者や関係機関等からの意見聴取 
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【総務学校管理事務費・校具整備事業費（小・中学校）】 

 

 相談室等環境整備事業費について（新規） 

［教育総務課］ 

 

（１）予算額   小学校費 ２，５００千円 

財源内訳 一般財源 ２，５００千円 

 

中学校費 ２，５００千円 

財源内訳 一般財源 ２，５００千円 

 

（２）事業目的 

不登校対策の一環として、教室に入りづらい児童生徒が、学校内におい

て心を落ち着かせ、居場所と感じることができるよう、相談室等の環境を

整備するもの。 

 

（３）事業内容 

相談室等の備品及び消耗品の購入 
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【学校再編推進事業費】 

 

 学校再編推進事業費について 

［学校再編推進課］ 

 

（１）予算額     ２３，１６８千円 

 

財源内訳 一般財源 ２３，１６８千円 

 

 

（２）事業目的 

 人口減少・少子化に伴い、市立小・中学校の小規模化が進んでおり、

様々な教育的課題が生じている。より良い教育環境の確保や教育効果の向

上を図るため、小･中学校再編による学校規模の適正化を図るもの。 
 

（３）事業内容 

令和４年２月に策定した「富山市立小・中学校再編計画」に基づき、学

校再編を着実に進めていくために、所要の取組みの周知に努め、意識醸成

を図るとともに、地域や保護者との対話を進めていく。令和５年度は地域

が主体となって学校再編の方向性について議論する地域協議会の設置に対

する支援や、本市が目指す教育に対する理解醸成を図るための広報･啓発活

動などを実施する。 

また、「未来へつなぐ富山市の教育」に位置付けている「多様な学びの

場」を提供する方策として、義務教育学校や小規模特認校などの特色ある

学校のあり方について検討する。 
 

ア．地域や保護者等との意見交換の実施 

イ．再編の方向性を話し合う地域協議会の設置促進                                                

ウ．学校設置類型別指針策定に向けた調査 

エ．ニューズレター発行やフォーラムの開催など広報･啓発活動の実施 
オ．市立小･中学校閉校記念事業補助金（樫尾小学校） 
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［学校施設課］　　　

（単位：千円）

国県 市債 一般財源

学校施設整備
事業費

106,550 6,600 43,000 56,950 施設改修工事等 106,550

校舎増築事業費 336,252 290,800 45,452
新保小学校増築
 R4～5継続事業

336,252

校舎改築事業費 845,538 76,728 630,700 138,110
堀川小学校改築(その２)
 R4～5継続事業

845,538

(1)熊野小学校（その１）設計 26,000

(2)熊野小学校コンクリート
　劣化調査

1,800

(3)大久保小学校コンクリート
　劣化調査

2,400

計 1,318,540 83,328 964,500 270,712

学校施設整備
事業費

158,230 12,000 124,500 21,730 施設改修工事等 158,230

(1)山室中学校設計
 R4～5債務負担行為

24,618

(2)山室中学校解体 267,813

(3)上滝中学校改築 3,165

校舎改築事業費 1,032,586 138,819 725,200 168,567
西部中学校改築(その２)
 R4～5継続事業

1,032,586

計 1,486,412 150,819 1,076,200 259,393

施設整備事業費 600 600 施設改修業務委託 600

計 600 600

2,805,552 234,147 2,040,700 530,705

目項款

合　　計

幼
稚
園
費

中
学
校
費

学
校
建
設
費

教
育
費

屋内運動場建設
事業費

長寿命化対策事
業費

　　学校建設費について

予算額事業

幼
稚
園
費

学
校
建
設
費

小
学
校
費

295,596 226,500 69,096

事業内訳
財源内訳

30,200 30,200
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【イエナプラン的教育推進事業費】 

 

 イエナプラン的教育推進事業費について（新規） 

［学校教育課］ 

 

（１）予算額     ７，９５３千円 

 

財源内訳 一般財源 ７，９５３千円 

 

 

（２）事業目的 

イエナプラン教育の理念である「主体性」や「協調性」の獲得は、本市

が目指している子どもたちに必要な資質や能力の育成に効果的であると考

えられることから、イエナプラン教育の本場であるオランダの学校を視察

し、現地の教育関係者との意見交換を行うほか、国内先進校での取組みに

ついて研究し、フォーラム等の開催を通じて学校関係者や保護者への周知

を図るもの。 
 

（３）事業内容 

ア．先進国の視察 

オランダのイエナプラン・スクール視察及び意見交換 

イ．国内視察 

イエナプラン認定校等の視察（２校程度） 

ウ．フォーラムの開催 

基調講演及びシンポジウム 

エ．教職員研修会の開催 

イエナプラン教育の専門家を講師とした研修会 
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【部活動カウンセラー配置事業費】 

 

 部活動カウンセラー配置事業費について（新規） 

［学校教育課］ 

 

（１）予算額     ６９０千円 

 

財源内訳 一般財源 ６９０千円 

 

 

（２）事業目的 

中学校の部活動を巡回し、運動及び栄養に関するもののほか、必要に応

じ顧問や生徒が抱える悩みへの助言等を行う部活動カウンセラーを中学校

２校に試験的に配置し、学校における部活動の実施体制の充実及び教職員

の負担軽減に関する効果を検証するもの。 
また、顧問教員、地域指導者、部活動指導員等を対象に、部活動カウン

セラーによる研修会を実施し、広く市内中学校の部活動における指導力の

向上を目指すもの。 
 

（３）事業内容 

令和５年度配置校数 ２校（堀川中学校、八尾中学校） 
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【学校保健事務費】 

 

 サミット給食負担金について（新規） 

［学校保健課］ 

 

（１）予算額     ６，０００千円 

 

財源内訳 一般財源  ６，０００千円 

 

 

（２）事業目的 

本市及び金沢市においてＧ７教育大臣会合が共同開催されるにあたり、

児童生徒が世界の食文化に触れることにより、他国への興味や関心を引き

出し、理解を深めるとともに、サミットのおもてなし機運の醸成を図るも

の。 
 

（３）事業内容 

４月１７日（月）から５月１２日（金）にかけて、Ｇ７教育大臣会合に

参加する主要７か国の料理を取り入れた給食「サミット給食」を実施する。 

なお、実施にあたり、１食あたりの単価が基準額より高くなるため、不

足する食材料費について、市が負担するもの。 
 

負担額：児童生徒・教職員 32,000 人分×188 円≒6,000 千円 

 

《献立（案）》 

４/１７（月）から５/１２（金）に提供。 ※実施日は各学校によって異なる。 

イギリス アメリカ カナダ イタリア ドイツ 日 本 フランス 

・食パン 

・牛乳 

・オムレツ 

・海藻サラダ 

・マルガトー二 

・紅茶ムース 

 

・ごはん 

・オレンジ 

ジュース 

・アメリカン 

ビーフソテー 

・そえ野菜 

・ 白 い ん げ ん

豆のトマト煮 

・食パン 

・牛乳 

・サーモンフライ 

・ ブ ロ ッ コ リ ー

サラダ 

・クリーム 

チャウダー 

・メープルジャム 

・フォカッチャ 

・牛乳 

・ホ キ の イ タ リ ア

レモンソース 

・グリーンアスパ

ラのコントルノ 

・ラグー・アッラ・

ボロネーゼ 

・パン 

・牛乳 

・フリカデレ 

・ザワークラウト 

・アイントプフ 

・富富富の 

五目ごはん 

・牛乳 

・しろえびの 

かき揚げ 

・とろろ昆布和え 

・大門そうめん汁  

・ごはん 

・牛乳 

・チーズクロケット 

・ジュリエンヌ 

サラダ 

・ブイヤベース 

・ブラマンジェ 
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【公民館建設事業費】 

 

 公民館建設事業費について 

［生涯学習課］ 

 

（１）予算額     ９５，３５６千円 

 

財源内訳 市債   ７６，６００千円 

一般財源 １８，７５６千円 

 

 

（２）事業目的 

生涯学習や地域活動の拠点となる市立公民館の施設整備を行うもの。 
 

（３）事業内容 

  ア．蜷川公民館改築事業（蜷川児童館等を併設） 

    実施設計 

  イ．山室中部公民館改築事業 

    基本設計・地質調査 

  ウ．旧長岡公民館解体工事 

    

（４）債務負担行為 

事項 期間 限度額 

山室中部公民館改築工事

実施設計業務委託費 

令和５年度 

～令和６年度 
１９，３００千円 
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【科学博物館整備事業費】 

 

 展示更新計画策定事業費について（新規） 

［科学博物館］ 

 

（１）予算額     ５，０００千円 

 

財源内訳 一般財源 ５，０００千円 

 

 

（２）事業目的 

   前回の展示更新から１５年が経過し、展示内容や装置の一部については、

社会情勢の変化や最新の科学技術に対応しきれていないこと、また、天体

観察機能の再構築が課題となっている。 

   これらのことから、展示や天体観察機能のあり方に関し調査・検討する

とともに、外部有識者の意見を参考に更新計画の策定を行うもの。 
 

（３）事業内容 

   次の事項を含む展示更新計画（案）を業務委託により作成する。 

 

  ア．複数年で順次部分的に行う展示更新 

    これまでの一括した展示更新から、来館ごとに変化を感じられるよう

複数年をかけた展示更新とし、更新費用の平準化を図る。 

    このため、順次更新する展示物や展示装置の選定、更新内容及び時期、

さらには休館期間を最小限とする展示更新の手法等について、調査・検

討を行う。 

  イ．天体観察機能の再構築 

    新しいプラネタリウムとの連携を考慮した天体観察機能のあり方につ

いて、方針を定める。 
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議案第 ２ ５ 号 

富山市猪谷関所館条例の一部を改正する条例制定の件 

富山市猪谷関所館条例の一部を改正する条例を次のように定める。 

令和５年２月２７日提出 

 

               富山市長  藤 井 裕 久 

 

富山市猪谷関所館条例の一部を改正する条例 

富山市猪谷関所館条例（平成１７年富山市条例第２８５号）の一部 

を次のように改正する。 

 第５条の見出し中「会議室等の」を削り、同条第１項中「次の施設 

」を「会議室」に改め、同項各号を削り、同条第２項中「前項の施設 

（以下「会議室等」という。）」を「会議室」に、「会議室等の」を 

「会議室の」に改め、同条第６項及び第７項中「会議室等」を「会議 

室」に改める。 

 第６条第１項に後段として次のように加える。 

この場合において、当該使用料の額に５円未満の端数があるとき 

は、これを切り捨て、５円以上１０円未満の端数があるときは、こ 

れを１０円に切り上げるものとする。 

別表２使用料の表中「大集会室」を「会議室」に改め、同表和室の 

項を削り、同表に備考として次のように加える。 

備考 冷房又は暖房期間中に使用する場合は、この表に定める額 

 の２０パーセントに相当する額を加算する。 

附 則 

この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

33

議案第３号



 

 富山市猪谷関所館条例の一部改正について 

［大沢野教育行政センター］ 

 

（１）趣旨 

富山市猪谷関所館の貸出施設の名称を変更すること等から、富山市猪谷

関所館条例の一部改正を行うもの。 
 

（２） 改正内容 

ア．貸出施設の名称変更 

（変更前）大会議室 

（変更後）会議室 

イ．貸出施設の変更 
（変更前）大会議室、和室 
（変更後）会議室 

ウ．冷房及び暖房期間中の使用料の加算規定の追加等 
 

（３）施行期日 

令和５年４月１日 
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議案第 ２ ６ 号 

富山市いじめ問題対策連絡協議会等条例制定の件 

富山市いじめ問題対策連絡協議会等条例を次のように定める。 

令和５年２月２７日提出 

 

               富山市長  藤 井 裕 久 

 

富山市いじめ問題対策連絡協議会等条例 

目次 

 第１章 総則（第１条） 

 第２章 富山市いじめ問題対策連絡協議会（第２条―第９条） 

第３章 富山市教育委員会いじめ問題対策委員会（第１０条―第１ 

８条） 

 第４章 富山市いじめ問題再調査委員会（第１９条―第２１条） 

第５章 雑則（第２２条） 

附則 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この条例は、いじめ防止対策推進法（平成２５年法律第７１

号。以下「法」という。）に基づき富山市が設置する富山市いじめ

問題対策連絡協議会その他の組織に関し必要な事項を定めるものと

する。 

   第２章 富山市いじめ問題対策連絡協議会 

（設置） 

第２条 法第１４条第１項の規定に基づき、富山市いじめ問題対策連

絡協議会（以下「連絡協議会」という。）を置く。 

 （所掌事項） 

第３条 連絡協議会は、法第１４条第１項に規定するいじめの防止等

に関係する機関及び団体の連携の推進に関し必要な事項を協議し、

並びに当該機関及び団体相互の連絡調整を行うものとする。 
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議案第４号



 

 （組織） 

第４条 連絡協議会は、委員１５人以内をもって組織する。 

 （会長） 

第５条 連絡協議会に会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、連絡協議会を代表する。 

３ 会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、会長があらか

じめ指名する委員が、その職務を代理する。 

 （委員） 

第６条 委員は、次に掲げる者のうちから、富山市教育委員会（以下 

 「教育委員会」という。）が委嘱する。 

(1) 学校教育の関係者 

(2) 関係行政機関の職員 

(3) 学識経験のある者 

(4) 前３号に掲げる者のほか、教育委員会が必要と認める者 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、委員が欠けた場合における

補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

４ 委員は、職務上知ることができた秘密を漏らしてはならない。そ

の職を退いた後も、同様とする。 

 （会議） 

第７条 連絡協議会は、会長が招集し、その会議の議長となる。 

２ 連絡協議会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くこと

ができない。 

３ 連絡協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数の

ときは、会長の決するところによる。 

 （関係者の出席等） 

第８条 連絡協議会は、必要があると認める場合には、関係者の出席

を求めてその意見若しくは説明を聴き、又は関係者に対し必要な資

料の提出を求めることができる。 

 （庶務） 
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第９条 連絡協議会の庶務は、教育委員会事務局において処理する。 

  第３章 富山市教育委員会いじめ問題対策委員会 

（設置） 

第１０条 法第１４条第３項の規定に基づき、富山市教育委員会いじ

め問題対策委員会（以下「対策委員会」という。）を置く。 

 （所掌事項） 

第１１条 対策委員会は、法第１条に規定するいじめの防止等のため 

の対策、法第２８条第１項に規定する重大事態その他教育委員会が 

必要と認める事項について、教育委員会の諮問に応じて調査審議し、 

又はこれらの事項について、教育委員会に意見を述べるものとする。 

 （組織） 

第１２条 対策委員会は、委員１０人以内をもって組織する。 

（委員長及び副委員長） 

第１３条 対策委員会に委員長及び副委員長１人を置き、委員長及び

副委員長は、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、対策委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委

員長が欠けたときは、その職務を代理する。 

 （委員） 

第１４条 委員は、学識経験のある者その他教育委員会が必要と認め

る者のうちから、教育委員会が委嘱する。 

 （臨時委員） 

第１５条 教育委員会は、特別の事項を調査審議させるため必要があ

ると認めるときは、臨時委員を置くことができる。 

２ 臨時委員は、教育委員会が必要と認める者のうちから、教育委員

会が委嘱する。 

３ 臨時委員の任期は、当該特別の事項に関する調査審議が終了した

ときまでとする。  

 （会議） 

第１６条 対策委員会は、委員長が招集し、その会議の議長となる。 
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２ 対策委員会は、委員（特別の事項を調査審議する場合にあっては、

そのために置かれた臨時委員を含む。次項並びに次条第２項及び第 

４項において同じ。）の過半数が出席しなければ、会議を開くこと 

ができない。 

３ 対策委員会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数の

ときは、委員長の決するところによる。 

（部会） 

第１７条 対策委員会に、部会を置くことができる。 

２ 部会は、委員長が指名する委員６人以内をもって組織する。 

３ 部会に部会長を置き、委員長が指名する。 

４ 部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、委員長が

指名する部会の委員が、その職務を代理する。 

５ 第８条、第１３条第２項及び前条の規定は、部会について準用す

る。この場合において、第１３条第２項並びに前条第１項及び第３

項中「委員長」とあるのは「部会長」と、同条第２項中「委員（特

別の事項を調査審議する場合にあっては、そのために置かれた」と

あるのは「部会の委員（当該部会に委員長に指名された臨時委員が

ある場合にあっては、その」と、同条第３項中「委員の」とあるの

は「部会の委員の」と読み替えるものとする。 

６ 対策委員会は、その定めるところにより、部会の議決をもって対

策委員会の議決とすることができる。 

 （準用） 

第１８条 第６条第２項から第４項まで、第８条及び第９条の規定は、 

対策委員会について準用する。 

   第４章 富山市いじめ問題再調査委員会 

 （設置） 

第１９条 法第３０条第２項の規定に基づき、富山市いじめ問題再調

査委員会（以下「再調査委員会」という。）を置く。 

 （所掌事項） 

第２０条 再調査委員会は、市長の諮問に応じて、法第２８条第１項
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を  

の規定による調査の結果について、調査審議する。 

 （準用） 

第２１条 第６条第２項から第４項まで、第８条、第９条及び第１２

条から第１７条までの規定は、再調査委員会について準用する。こ

の場合において、第９条中「教育委員会事務局」とあるのは「企画

管理部」と、第１４条並びに第１５条第１項及び第２項中「教育委

員会」とあるのは「市長」と読み替えるものとする。 

   第５章 雑則 

 （委任） 

第２２条 この条例に定めるもののほか、連絡協議会の運営に関し必

要な事項は、会長が連絡協議会に諮って定める。 

２ この条例に定めるもののほか、対策委員会又は再調査委員会の運

営に関し必要な事項は、委員長がそれぞれ対策委員会又は再調査委

員会に諮って定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

（富山市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する 

条例の一部改正） 

２ 富山市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する 

条例（平成１７年富山市条例第５３号）の一部を次のように改正す 

る。 

別表中 

「 

介護認定審査会及び

障害支援区分判定審

査会 

合議体の長 日額  １９，０

００円 

 

合議体の長

以外の委員 

日額  １７，０

００円 

                             」 

「 

介護認定審査会及び 合議体の長 日額  １９，０  
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障害支援区分判定審

査会 

 ００円  

合議体の長

以外の委員 

日額  １７，０

００円 

富山市教育委員会いじめ問題対策

委員会の委員及び臨時委員並びに

富山市いじめ問題再調査委員会の

委員及び臨時委員（以下この表に

おいて「いじめ問題対策委員会委

員等」という。） 

日額３０，００

０円を超えない

範囲内において

任命権者が定め

る額 

                             」 

改め、「障害支援区分判定審査会委員」の次に「、いじめ問題対策 

委員会委員等」を加える。 

に 
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 富山市いじめ問題対策連絡協議会等条例の制定 

について 

                        ［学校教育課］ 

 

（１）趣旨 

   いじめ防止対策推進法に基づき、富山市いじめ問題対策連絡協議会その 

他の組織を設置するもの。 

 

（２）内容 

①富山市いじめ問題対策連絡協議会の設置  

ア 所掌事項  

        いじめ防止対策推進法第１４条第１項に規定するいじめの防止等に

関係する機関及び団体の連携の推進に関し必要な事項についての協議

並びに当該機関及び団体相互の連絡調整  

イ 委員の委嘱、定数及び任期  

    （ア）委員の委嘱  

         委員は、次に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱する。  

        ・学校教育の関係者  

           ・関係行政機関の職員  

           ・学識経験のある者  

           ・その他教育委員会が必要と認める者  

       （イ）委員の定数 １５人以内  

       （ウ）委員の任期 ２年 

ウ 関係者の出席等の求め  

         富山市いじめ問題対策連絡協議会は、必要があると認める場合には、

関係者の出席を求めてその意見若しくは説明を聴き、又は関係者に対

し必要な資料の提出を求めることができることとする。 

 

②富山市教育委員会いじめ問題対策委員会の設置  

    ア 所掌事項  

いじめ防止対策推進法第１条に規定するいじめの防止等のための対

策、同法第２８条第１項に規定する重大事態その他教育委員会が必要

と認める事項について、教育委員会の諮問に応じて調査審議し、又は

これらの事項について、教育委員会に意見を述べること。 

    イ 委員の委嘱、定数及び任期  

（ア）委員の委嘱  

         委員は、学識経験のある者その他教育委員会が必要と認める者の

うちから、教育委員会が委嘱する。  
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（イ）委員の定数 １０人以内  

（ウ）委員の任期 ２年  

ウ 臨時委員  

教育委員会は、特別の事項を調査審議させるため必要があると認め

るときは、臨時委員を置くことができることとする。  

エ 関係者の出席等の求め  

富山市教育委員会いじめ問題対策委員会は、必要があると認める場 

合には、関係者の出席を求めてその意見若しくは説明を聴き、又は関

係者に対し必要な資料の提出を求めることができることとする。 

 

③富山市いじめ問題再調査委員会の設置  

ア 所掌事項  

市長の諮問に応じて、いじめ防止対策推進法第２８条第１項の規定

による調査の結果について調査審議すること。  

    イ 委員の委嘱、定数及び任期  

    （ア）委員の委嘱  

         委員は、学識経験のある者その他市長が必要と認める者のうちか

ら、市長が委嘱する。  

（イ）委員の定数 １０人以内  

（ウ）委員の任期 ２年  

ウ 臨時委員  

市長は、特別の事項を調査審議させるため必要があると認めるとき

は、臨時委員を置くことができることとする。 

エ 関係者の出席等の求め  

富山市いじめ問題再調査委員会は、必要があると認める場合には、

関係者の出席を求めてその意見若しくは説明を聴き、又は関係者に対

し必要な資料の提出を求めることができることとする。 

 

④附則で、富山市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関    

する条例の一部改正                   

②及び③の委員会の委員及び臨時委員に係る報酬及び費用弁償の額

を定めるもの  

ア 報酬の額  

日額３０，０００円を超えない範囲内において任命権者が定める額  

イ 費用弁償の額  

        市長が任命権者と協議して定める額 

 

（３）施行期日 

   令和５年４月１日 
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議案第 ２ ７ 号 

富山市科学博物館条例等の一部を改正する条例制定の件 

富山市科学博物館条例等の一部を改正する条例を次のように定める。 

令和５年２月２７日提出 

 

               富山市長   藤  井 裕 久 

 

富山市科学博物館条例等の一部を改正する条例 

（富山市科学博物館条例の一部改正） 

第１条 富山市科学博物館条例（平成１７年富山市条例第２６１号） 

の一部を次のように改正する。 

第１条中「、博物館法（昭和２６年法律第２８５号。以下「法」 

という。）第１８条の規定に基づき」を削る。 

第１１条第１項中「法第２０条」を「博物館法（昭和２６年法律 

第２８５号）第２３条」に改める。 

（富山市郷土博物館条例の一部改正） 

第２条 富山市郷土博物館条例（平成１７年富山市条例第２６２号） 

の一部を次のように改正する。 

第１条中「、博物館法（昭和２６年法律第２８５号。以下「法」 

という。）第１８条の規定に基づき」を削る。 

第１１条第１項中「法第２０条」を「博物館法（昭和２６年法律 

第２８５号）第２３条」に改める。 

（富山市民俗民芸村条例の一部改正） 

第３条 富山市民俗民芸村条例（平成１７年富山市条例第２６３号） 

の一部を次のように改正する。 

第１条中「、博物館法（昭和２６年法律第２８５号。以下「法」 

という。）第１８条の規定に基づき」を削る。 

第１０条第１項中「法第２０条」を「博物館法（昭和２６年法律 

第２８５号）第２３条」に改める。 

（富山市大山歴史民俗資料館条例の一部改正） 
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議案第５号



 

第４条 富山市大山歴史民俗資料館条例（平成１７年富山市条例第２ 

７３号）の一部を次のように改正する。 

第１条中「、博物館法（昭和２６年法律第２８５号。以下「法」 

 という。）第１８条の規定に基づき」を削る。 

 第３条中「法」を「博物館法（昭和２６年法律第２８５号）」に 

改める。 

第７条中「富山市教育委員会」の次に「（以下「委員会」という。

）」を加える。 

第８条第１項中「館長」を「委員会」に改める。 

（富山市ガラス美術館条例の一部改正） 

第５条 富山市ガラス美術館条例（平成２６年富山市条例第５８号） 

の一部を次のように改正する。 

第１条中「、博物館法（昭和２６年法律第２８５号。第１２条に 

 おいて「法」という。）第１８条の規定に基づき」を削る。 

第１２条第１項中「法第２０条」を「博物館法（昭和２６年法律 

第２８５号）第２３条」に改める。 

附 則 

この条例は、令和５年４月１日から施行する。 
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 富山市科学博物館条例等の一部改正について 

                        ［生涯学習課］ 

 

（１）趣旨 

   令和５年４月１日に博物館法の改正がされること等から、富山市科学博

物館条例、富山市郷土博物館条例、富山市民俗民芸村条例、富山市大山歴

史民俗資料館条例、富山市ガラス美術館条例の一部改正を行うもの。 

 

（２）改正内容 

ああア．法第１８条（公立博物館の設置に関する事項）の削除に伴い、関係条

例から当該条項に関する記載を削る。 

ああイ．法第２０条（博物館協議会に関する事項）の第２３条への変更に伴い、

関係条例の当該条項を変更する。 

ああウ．運営協議会に関する条項中、「館長」を「委員会」に変更する。 

（大山歴史民俗資料館条例のみ。） 

 

（３）施行期日 

   令和５年４月１日 
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富山市大山歴史民俗資料館条例施行規則の一部改正に 

ついて 
 

［大山教育行政センター］ 

 

（１） 趣旨 

当資料館は、昭和５９年に地域活性化のために小見地区亀谷に建設さ

れ、館内には常願寺川の治水と発電、有峰の歴史と文化、地域ゆかりの三

賢人などを展示するとともに、県・市指定文化財を含む多くの収蔵品を保

管している。 

しかし、冬季は積雪が多く、近隣の有峰林道が閉鎖されることに加え、

集客増の相乗効果をもたらす周辺施設が閉館となるなど、今後も大幅な利

用者増が見込めないことから、冬季（１月から３月）期間を休館とし、そ

れに伴い施行規則の一部を改正するもの。 

 

（２）改正内容 

   現 行 

（休館日） 

第３条 資料館の休館日は次のとおりとする。ただし、委員会が特に必

要があると認めるときは、臨時にこれを変更することができる。 

（１）略 

（２）略 

（３）１２月２８日から翌年の１月４までの日 

改正案 

（休館日） 

第３条 資料館の休館日は次のとおりとする。ただし、委員会が特に必

要があると認めるときは、臨時にこれを変更することができる。 

（１）略 

（２）略 

（３）１２月２８日から翌年の３月３１日までの日 

 

（３）施行期日 

   令和５年４月１日 

46

議案第６号



令和４年度末教員異動方針  

 

富山市教育委員会  

 

１ 総括 

  富山県教育委員会の異動方針及び留意事項に基づき、富山市の教育

の現状を踏まえるとともに将来を見通し、全市的視野にたって効果的

な人材配置を行い、教育活動の活性化を図り教育水準の向上を期する。 

 

２ 登用（内申） 

 ・ 校長 

   富山県市町村立学校長任用候補者名簿に登載された者の中から内

申する。 

 ・ 教頭 

   富山県市町村立学校教頭任用候補者名簿に登載された者の中から

内申する。 

 

３ 転任（内申） 

 ・ 各小中学校と地域の実態把握に努め、全市的な視野にたって異動 

を行う。 

 ・ 県教育委員会や他市町村教育委員会と連携をとり、異校種

及び他地教委との広域的な交流を行う。 

 ・ 居住地、通勤方法並びに本人の希望等について考慮しなが

ら、教育活動の活性化と教育水準の向上を図ることを優先課題とし、

適正かつ効果的であり、適材適所となるような配置を行う。 

 ・ 同一校勤務が長期にわたる者については、学校の状況を勘案しなが

ら転任を行う。特に１０年以上の者は、原則として転任を行う。ま

た、初任者については、原則５年以内に転任を行う。 

 ・ 同一校勤務が２年に満たない者は、原則として転任させない。 

 

４ 新規採用教員 

  新規採用教員については、学校の規模及び年齢構成、前年度までの受

け入れ状況等を勘案した配置になるよう努める。 
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議 案 第 ７ 号



学校統合に関するアンケート調査 集計結果 

Ⅰ 調査の概要 

実施主体 富山市教育委員会 

調査対象 

三成小学校 2・3 年生及びその保護者 114 人 

三成小学校 4～6 年生及びその保護者 182 人 

八尾中学校 2・3 年生及びその保護者 596 人 

調査方法 Google フォームによる Web 回答 

調査期間 令和 4 年 10 月 4 日～10 月 11 日 

回答数（率） 

三成小学校 2・3 年生：児童 56 件（98.2%）、保護者 31 件（54.4%） 

三成小学校 4～6 年生：児童 90 件（98.9%）、保護者 71 件（78.0%） 

八尾中学校 2・3 年生：生徒 183 件（61.4%）、保護者 189 件（63.4%） 

 

Ⅱ 集計結果  ※グラフ中の数値は小数点第 2 位を四捨五入しているため、合計が 100%にならない場合がある。 

 

【三成小学校】                         【八尾小学校】 

 

 
 

【三成小学校 児童】   【三成小学校 保護者】   【八尾中学校 生徒】   【八尾中学校 保護者】 

 

■良かった ■どちらかというと良かった ■どちらかというと良くなかった ■良くなかった ■無回答 

 

 

 

 

三郷小学校

児童

42.7%

三郷小学校

保護者

28.6%

上条小学校

児童

15.7%

上条小学校

保護者

12.5%

その他の小学校

（児童）

0.4%

N=248

八尾中学校

生徒

31.5%

八尾中学校

保護者

32.3%

杉原中学校

生徒

17.7%

杉原中学校

保護者

18.5%

N=372

77.2%

17.2%

4.1% 1.4%

N=145

50.0%
41.2%

7.8%
1.0%

N=102

31.1%

56.3%

10.9%
1.6%

N=183

45.0%

38.6%

10.6%

3.7% 2.1%

N=189

１ 統合前の通学先（1 つ選択） 

２ 統合してよかったか（1 つ選択） 
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報 告 事 項 ２



 

【三成小学校 2・3 年生】 

 
 

【三成小学校 4～6 年生】 

 
 

【八尾中学校 生徒】 

 

 

 

77.2%

73.7%

61.4%

56.1%

38.6%

36.8%

1.8%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

休み時間にいろいろなあそびができるようになった

新しい友だちができた

クラスの人数がふえた

遠足や校外学習が楽しくなった

たくさんの友だちからいろいろな考えが聞けるようになった

勉強がおもしろくなった

その他

無回答
N=55

91.6%

72.3%

65.1%

60.2%

55.4%

51.8%

38.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新しい友だちができた

学校がにぎやかになって、楽しい

休み時間にいろいろな遊びができるようになった

クラスの人数がふえた

学校行事がもり上がるようになった

授業がおもしろくなった

たくさんの友だちからいろいろな意見が聞けるようになった

その他
N=82

76.9%

60.0%

41.3%

33.1%

31.9%

25.0%

18.1%

18.1%

7.5%

5.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新しい友だちができた

学校がにぎやかになって、楽しい

学校行事が盛り上がるようになった

休み時間の過ごし方の種類が増えた

生徒数、クラス数が増えた

部活動の部員や種類が増えて活発になった

授業がおもしろくなった

たくさんの友だちからいろいろな意見が聞けるようになった

先生の人数が増えた

その他

N=160

３ 統合してよかった理由 

(2 で「良かった」または「どちらかというと良かった」と回答した者、複数選択可) 
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【三成小学校 2・3 年生】 

 

 

【三成小学校 4～6 年生】 

 

 

【八尾中学校 生徒】 

 

 

 

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

遠足や校外学習が楽しくなくなった

クラスの人数がふえた

新しい友だちとあまりなかよくなれない

勉強がおもしろくなくなった

自分の考えを言いにくくなった

休み時間にけんかをすることが多くなった

スクールバスにのるため、家を出る時刻が早くなった

スクールバスにのるとよく気持ちわるくなる

その他
N=1

85.7%

28.6%

14.3%

14.3%

14.3%

14.3%

0.0%

0.0%

0.0%

57.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校がにぎやかになって、すごしにくい

自分の意見が言いにくくなった

クラスの人数がふえた

新しい友だちとなかなかなじめない

授業がおもしろくなくなった

スクールバスに乗るため、家を出る時刻が早くなった

休み時間のもめごとが多くなった

学校行事であまり活やくできなくなった

スクールバスに乗るとよくバス酔いしてしまう

その他
N=7

73.9%

47.8%

43.5%

43.5%

21.7%

17.4%

4.3%

0.0%

17.4%

0% 20% 40% 60% 80%

生徒数、クラス数が増えた

学校がにぎやかになって、過ごしにくい

新しい友だちとなかなかなじめない

自分の意見が言いにくくなった

休み時間のもめごとが多くなった

学校行事で活躍できる場面が少なくなった

部活動の部員が増えて活躍できる場面が少なくなった

授業がおもしろくなくなった

その他

N=23

４ 統合してよくなかった理由 

（2 で「良くなかった」または「どちらかというと良くなかった」と回答した者、複数選択可） 
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【三成小学校 保護者】 

 

【八尾中学校 保護者】 

 

 

【三成小学校 保護者】                      【八尾中学校 保護者】 

 

38.7%

6.9%

25.5%

13.7%

17.6%

20.6%

6.9%

7.8%

53.9%

32.3%

14.7%

43.1%

27.5%

43.1%

34.3%

19.6%

5.9%

33.3%

9.7%

37.3%

21.6%

37.3%

28.4%

35.3%

55.9%

25.5%

6.9%

9.7%

26.5%

2.9%

13.7%

4.9%

2.9%

9.8%

37.3%

1.0%

9.7%

9.8%

2.9%

4.9%

2.0%

3.9%

4.9%

18.6%

2.0%

0.0%

4.9%

3.9%

2.9%

3.9%

2.9%

2.9%

4.9%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スクールバス通学は順調である

学校生活や学校行事での子どもの活躍の場が少なくなった

学校行事が盛り上がり、活気がある

子ども一人ひとりに先生の目が行き届いている

子ども同士がより切磋琢磨し、向上心が育つことが期待できる

多様な学習形態や活動ができるようになった

子どもの学習意欲が高まった

子どもが環境の変化にとまどっている

子どもの交友関係が広がった

そう思う どちらかというとそう思う どちらともいえない・わからない どちらかというとそう思わない そう思わない 無回答 N=102

47.6%

7.4%

3.2%

11.6%

10.6%

2.6%

16.9%

7.4%

29.1%

12.7%

20.1%

32.3%

40.2%

23.3%

39.2%

13.2%

17.5%

28.6%

49.7%

42.9%

34.9%

48.1%

31.7%

50.8%

3.2%

31.7%

20.1%

9.0%

9.5%

18.5%

9.0%

19.6%

2.6%

19.6%

6.3%

3.7%

3.7%

6.9%

2.6%

8.5%

0.0%

0.0%

0.5%

0.5%

1.1%

0.5%

0.5%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの交友関係が広がった

子どもが環境の変化にとまどっている

子どもの学習意欲が高まった

多様な学習形態や活動ができるようになった

子ども同士がより切磋琢磨し、向上心が育つことが期待できる

子ども一人ひとりに先生の目が行き届いている

学校行事が盛り上がり、活気がある

学校生活や学校行事での子どもの活躍の場が少なくなった

そう思う どちらかというとそう思う どちらともいえない・わからない どちらかというとそう思わない そう思わない 無回答 N=189

58.8%

18.6%

8.8%

5.9%

8.8%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80%

今までと変わらない

人数が増えて保護者一人当たり

の負担が減った

人数が増えて大変になった

統合前に比べて活発になった

その他

無回答

N=102

65.1%

12.7%

8.5%

5.3%

7.9%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80%

今までと変わらない

人数が増えて保護者一人当たり

の負担が減った

人数が増えて大変になった

統合前に比べて活発になった

その他

無回答

N=189

５ 統合後の子どもの学校生活等について（各 1 つ選択） 

６ 統合後の PTA 活動について（各 1 つ選択） 
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子どもたちの教育環境に関するアンケート調査 集計結果（単純集計） 

［学校再編推進課］ 

Ⅰ 調査の概要 

実施主体 富山市教育委員会 

調査対象 
市内の幼稚園・保育所等に通う 3 歳児、市立小学校 4 年生及び市立中学校 2

年生の保護者 9,386 人（全数調査） 

調査方法 幼稚園・保育所等及び小・中学校を通じてアンケート調査票を配布・回収 

調査期間 令和 4 年 11 月 1 日～11 月 8 日 

配布数及び回収数（率） 配布数 9,386 通 回収数 7,958 通（回収率 84.8%） 

 

Ⅱ 集計結果  ※グラフ中の数値は小数点第 2 位を四捨五入しているため、合計が 100%にならない場合がある。 

 

  

  

 

 

 

 

 

園／保育所

27.4 

小学校

35.9 

中学校

34.9 

無回答・無効

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=7,958

30代未満

3.7 

30代

34.0 

40代

52.4 

50代

7.6 

60代以上

0.2 

無回答・無効

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=7,958

富山中央, 19.8 

富山北部, 8.3 

和合, 2.5 

呉羽, 5.4 

富山西部, 4.2 

富山南部, 8.0 
富山東部, 21.6 

水橋, 2.6 

大沢野, 4.9 

大山, 2.0 

八尾, 4.2 

婦中, 12.3 

山田, 0.3 

細入, 0.3 

市外, 0.1 分類不能, 0.2 

無回答・無効, 3.6 

N=7,958

30.6 54.6 12.3 

1.6 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している やや満足している やや不満である 不満である 無回答・無効
N=5,635

１ 回答者の属性 

子どもの通園（所）・通学先種別 年齢 

地域生活圏 

２ 教育環境について 

問 2（1） お子様が現在通学している学校について、学習面、生活面、通学面などを総合した満足度を選ん

でください。 （1 つ選択、小・中学生の保護者のみ回答） 
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39.1

39.5

22.7

15.6

16.5

25.7

26.8

19.5

18.3

18.6

44.3

46.3

46.0

41.3

50.2

48.1

50.5

45.2

48.6

41.2

14.1

12.1

26.2

31.4

27.6

22.2

20.2

29.1

28.4

27.3

2.0

1.5

4.3

10.5

4.9

3.4

1.9

5.6

4.2

12.3

0.5

0.5

0.8

1.2

0.7

0.7

0.6

0.6

0.6

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子どもの人間関係が広がり、多様な考えに触れることができる

子どもたちの人間関係を深めることができる

児童・生徒にあった多様な学習形態がとりやすい（習熟度別学習やグ

ループ学習など）

子ども同士の人間関係に配慮したクラス替えができる

グローバル化やICT化など、さまざまな社会の変化に対応した教育が

充実している

教育施設・設備が整っている

ふるさとを愛し、誇りをもてる教育を行っている

教員の目が行き届きやすく、きめ細かな指導がしやすい

学校・保護者・地域が一体となった活動がしやすい

PTA活動等において、保護者1人あたりの負担が少ない

そう思う 少し思う あまり思わない そう思わない 無回答・無効
N=5,635

55.9 55.2 

38.5 

29.8 28.1 
25.1 

20.7 
17.9 

6.6 5.9 
1.9 4.3 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

教
員
の
目
が
行
き
届
き
や
す
く
、
き

め
細
か
な
指
導
が
し
や
す
い

子
ど
も
の
人
間
関
係
が
広
が
り
、
多

様
な
考
え
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

児
童
・生
徒
に
あ
っ
た
多
様
な
学
習

形
態
が
と
り
や
す
い
（習
熟
度
別
学

習
や
グ
ル
ー
プ
学
習
な
ど
）

グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
変
化
に
対
応
し

た
教
育
が
充
実
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
の
人
間
関
係
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る

教
育
施
設
・設
備
が
整
っ
て
い
る

子
ど
も
同
士
の
人
間
関
係
に
配
慮
し

た
ク
ラ
ス
替
え
が
で
き
る

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
に
お
い
て
、
保
護
者

１
人
あ
た
り
の
負
担
が
少
な
い

ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
り
を
も
て
る

教
育
を
行
っ
て
い
る

学
校
・保
護
者
・地
域
が
一
体
と
な
っ

た
活
動
が
し
や
す
い

そ
の
他

無
回
答
・無
効

N=7,958

18.6 55.9 23.2 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

取り組んでいる内容も含め知っている 取り組んでいることだけ知っている 知らない 無回答・無効

N=7,958

問 2（2） お子様が現在通学している学校について、各項目であなたの考えに近い選択肢を選んでくださ

い。 （各 1 つ選択、小・中学生の保護者のみ回答） 

問 3 どのような学校にお子様を通わせたいですか。 （3 つ選択） 

３ 学校再編について 

問 4 本市が市立小・中学校の再編に取り組んでいることについてご存じですか。 （1 つ選択） 
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30.2 56.1 9.6 

1.7 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

理解できる どちらかというと理解できる どちらかというと理解できない 理解できない 無回答・無効

N=7,958

49.2 

34.0 33.7 

25.4 24.6 
22.7 

20.3 
18.3 

16.4 
14.8 

1.3 

4.3 
1.8 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

幅
広
い
人
間
関
係
の
中
で
の
子
ど
も
た
ち
の
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
、
協
調
性
、
た
く
ま
し
さ
な
ど
の
育
成

子
ど
も
の
友
達
の
増
加
・人
間
関
係
の
広
が
り

多
様
な
考
え
に
触
れ
、
学
び
合
い
、
切
磋
琢
磨
し
合
え
る
環
境

教
職
員
数
の
確
保
、
教
員
１
人
あ
た
り
の
負
担
の
軽
減

児
童
・生
徒
に
あ
っ
た
多
様
な
学
習
形
態
（習
熟
度
別
学
習
や
グ
ル
ー
プ

学
習
な
ど
）に
よ
る
学
習
の
充
実

教
育
の
専
門
性
の
向
上
（免
許
外
指
導
の
解
消
、
専
門
家
に
よ
る
外
国

語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
な
ど
）

運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
や
合
唱
な
ど
、
集
団
で
の
活
動
の
質
的
向
上

子
ど
も
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル
が
解
消
し
な
い
場
合
な
ど
に
、
子
ど
も
た
ち

の
人
間
関
係
を
考
慮
し
た
ク
ラ
ス
替
え
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

財
政
的
な
改
善
、
財
政
負
担
の
軽
減

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
等
に
お
け
る
、
保
護
者
１
人
あ
た
り
の
負
担
の
軽
減

そ
の
他

期
待
す
る
こ
と
は
な
い

無
回
答
・無
効

N=7,958

問 5 市教育委員会では、これからの社会を生きる子どもたちには、集団の中で多様な考えや価値観に触

れ、それらに柔軟に対応し、主体的に学ぶ力や探究する力、社会性や規範意識を培うことが必要であ

るという考えのもと、少子化が続く中で一定以上の学校規模を確保するために、学校再編を進めるこ

ととしています。このことに関するご意見を選んでください。 （1 つ選択） 

問 6 「学校再編」という言葉を聞いて、特に期待できるのはどのようなことですか。 （3 つまで選択） 
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             【 小学生 】                           【 中学生 】 
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N=7,958
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N=7,958

問 7 「学校再編」という言葉を聞いて、特に不安に思うのはどのようなことですか。 （3 つまで選択） 

問 8（1） 再編により通学距離がのびた場合の主な通学手段 （複数選択可） 

問 8（2） 再編により通学距離がのびた場合、許容可能な通学時間 （各 1 つ選択） 

【 小学生 】 

【 中学生 】 
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交通事故や不審者、有害鳥獣に遭う心配が少ない

待ち時間や乗車時におけるマナーを身につけられる

待ち時間や乗り降りの安全確保が心配だ

運転者や学校への遅刻や欠席等の連絡体制がどうなるのか心配だ

そう思う 少し思う あまり思わない そう思わない 無回答・無効
N=7,958
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問 8（3） 再編により、ご自身のお子様がスクールバスや公共交通機関で通学をすることを想像したときの

期待や不安について、各項目であなたの考えに近い選択肢を選んでください。 （各 1 つ選択） 

問 9 本市では、今後も小・中学校の小規模化が進むことが見込まれています。お住まいの地域における将

来の子どもたちの教育環境を見据え、地域や保護者が主体となって、学校再編を念頭に置いた話し

合いを始めることに関するご意見を選んでください。 （1 つ選択） 

４ 学校再編の周知について 

問 10（1） 学校再編について、どのように情報発信してほしいですか。 （3 つまで選択） 

 

問 10（2） 具体的に情報発信してほしいサービスがあれば、選んでください。 （1 つ選択） 

Twitter

32.4 

Instagram

51.3 

Facebook

6.4 

その他

5.3 
無回答・無効

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=910
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問 11（1） これからの教育環境、学校再編を考えていくにあたり、もっと知りたいと思うことはどのような

ことですか。 （3 つまで選択） 

 

問 11（2） 具体的に知りたいことを選んでください。 （3 つまで選択） 
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八尾小学校及び樫尾小学校の統合に関する申入れについて 

 

［学校再編推進課］ 

 

１ 概要 

 

  ２月１日（水）に八尾小学校･樫尾小学校統合検討協議会から、八尾小学校と樫尾

小学校の統合に関する申入書の提出があったもの。 

 

２ 経緯 

 

令和４年８月 第１回「樫尾小学校の再編に向けた黒瀬谷地区のあり方協議会」に

て、樫尾小学校を統合することを決定。 

 

９月 第２回「樫尾小学校の再編に向けた黒瀬谷地区のあり方協議会」に

て、希望統合先を八尾小学校とすることを決定。 

 

１１月 第１回「八尾小学校･樫尾小学校統合検討協議会」にて、両校区での

合意事項（案）を決定。 

 

令和５年１月 第２回「八尾小学校･樫尾小学校統合検討協議会」にて、市への申入

れ事項を決定。 

 

    ２月 市長及び教育長に対し両校の統合に関する申入書提出。 

 

３ 申入れ事項 

 

 ①令和６年４月１日に樫尾小学校は八尾小学校に統合すること。 

 

 ②統合の場所は、現在の八尾小学校とすること。 

 

 ③統合にあたり、樫尾小学校区の児童の通学に要するスクールバスを運行すること。 
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報告事項３



富山市教育委員会 

教育長 宮口 克志 様 
 

 

 

 

 

八尾小学校および樫尾小学校の 

統合に関する 

 

申入書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八尾小学校・樫尾小学校統合検討協議会 
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 昨今、少子化の進行が大きく問題となっている状況において、八尾小学

校・樫尾小学校区の各自治振興会及び小学校ＰＴＡは、子どもたちにとっ

てよりよい教育環境の提供を目的に、令和４年１１月１６日に「八尾小学

校・樫尾小学校統合検討協議会」を合同で設立し、八尾小学校と樫尾小学

校の統合について協議してまいりました。 

 現在両校に在籍している児童はもちろんのこと、これから入学してくる

子どもたちに、より充実した教育環境を提供するためには両校の統合は避

けて通れないものと考え、この度、両校の統合について合意に達しました。 

つきましては、次の事項について申し入れますので、保護者や地域住民

の思いを十分に受け止めていただき、円滑な統合に向けて配慮いただきま

すようお願い申し上げます。 

 

記 

 

１ 令和６年４月１日に富山市立樫尾小学校は同市立八尾小学校へ統合

すること。 

２ 前号により統合する場所は、現在の八尾小学校とすること。 

３ 両校の統合にあたっては、樫尾小学校区の児童の通学に要するスクー

ルバスを運行すること。 

 

令和５年２月１日 

 

八尾小学校・樫尾小学校統合検討協議会会長 

八尾地区自治振興会会長 

田 中 久 嗣 

 

紹介議員 富山市議会議員 金 厚 有 豊 

 

紹介議員 富山市議会議員 大 島   満 

 

紹介議員 富山市議会議員 藤 田 克 樹 
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別 紙 
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報告事項４



62

その他３
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その他４
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その他５
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